
Ⅳ太分市の予算

1.平成24年度予算 (当初予算)の概要

総額 2958億 Z200万円

1,744億7,000万円

858億円9,700万 円

17崎罰00万円

平成24年度の一般会計の予算は、1,744億7,000万円となっています。これに特別会計、
水道事業会計、公共下水道事業会計を合わせた全会計の予算規模は、2,958憶 7,200万円
で、前年度6月 {肉付〕補正後予算と比べて53%増加しています。

【一般会計】
大分市の会計の基本をなすもので、行政運営の基本的な経費や政策的経費が計上さ
れています。

歳 入

歳入の主なものは、市税756億 1,704万 円、国庫支出金327億4,816万円、地方交付税
115億円、市債258億5,780万円となっています。構成比は次のグラフのとおりで、自主
財源である市税が歳入全体の433%を 占めています

自主財源とは、地方公共団体が自主的に収入し得る財源をいい、地方税、使用

料、手数料、寄附金、財産収入、繰入金、諸収入、繰越金等があります。歳入全体
の中で、この自主財源の占める割合を自主財源比率といい、地方財政の自主性を

高めるためにも、自主財源比率の割合が高いことが望まれています。
また、国や県より定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入を依存

財源といいます。依存財源には、国庫支出金、県支出金、地方交付税、地方債等
があります。この依存財源が大きいほどその団体の財政状況は脆弱であると考え

られます。
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その他2454億円

操入金       206億 円
地方特例交付金    25億 円
県支出金      769億 円
地方消費税交付金  48J億円
その他       973億 円

市税7502億円

市民税   2873億 円
固定資産税  3537億円

都市計画税  461億円
市たばこ税  308億円
その他    383億円

歳 出

歳出予算は、行政目的別に区分されており、その構成比は次のグラフのとおりで、主
なものは、民生費611億6,873万円、土木費305億2,100万円、公債費222億9,998万円、総務
費172億 2,032万円、教育費159億1,573万 円となっています。
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その他154億円

議会費    102億 円
労働費    2J億 円
災害復旧費  01億 円



市税の使い道

市税の収入額は756億2千万円です。これを市民一人あたりに換算すると約159,900円 の収入に

なります。この収入がどのような経費に使われているかを示すと次のようになります。

市税収入額
7562億円の割り振り

市民一人当たり
159900円の割り振り

42,500円

32,300円

教淳費 19,300 円

18.800円

17.100円

16,500円

)肖防費 7.200 円

2,600円

議員報酬、事務局事務費など

議会費 73億 1.500円

70億円 1.500 円

600円

保育所の整備、児童手当の支給、高齢者

ワンコインバス、生活保護、障がい者医療 2012億円

市が借り入れをした市債 (借金 )の償遺金

1527億 円

幼稚園・4ヽ中学校の施設整備、文化財の保

存整備、美術館、地区公民館等の管理運営 914億円

庁舎の管理、戸籍住民基本台帳費、統計

調査費、選挙執行費など

市道の整備、住宅建設、区画整理事業、

公園整備事業など

保健所費、ゴミやし尿収集及び処理経費、

廃棄物処理施設整備費、環境対策費など

救急車、消防車両等の購入、防火水槽の

整備、消防団詰所の整備など

中小企業者等への各種融資、計量関係費

観光振興費など

農業委員会の運営費、園芸振興費、畜産

振興費、農道・林道整備、漁港整備など

災害復旧費、予備費など
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【特別会計】
特別会計とは、地方公共団体が特定の事業について、一般の歳入歳出と区分して経理

する必要がある場合に、一般会計とは別に設置する会計です。大分市では10の特別会計
があり、このうち法令で義務づけられているものが4会計、条例に基づき設置されている
ものが6会計あります。

法令で設置が義務づけられているもの

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

4883億円
2989億円
444億円
12億円

条例に基づき設置されているもの

財産区特別会計
土地取得特別会計
公設地方卸売市場事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
坂ノ市土地区画整理清算事業特別会計

21億円
192億円
34億円
01億円
14億円
01億円

【水道事業会計・公共下水道事業会計】
水道事業会計と公共下水道事業会計は特別会計ですが、地方公営企業法が適用され、一般
会計やその他の特別会計とは経理の仕方が違うため、他の会計と区分しています。
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2.平成24年度重点事業の概要
平成24年度予算の重点事業の主なものを、歳出の目的ごとにあげると、次のとおりとなつています。

【総務費】
地域まちづくり活性化事業 36,100 TFl

■ 本庁管内の5地区公民館及び各支所・明野出張所の区域を単位として市民協働推進
担当を配置し、直接地域へ出向き、事業の趣旨や進め方などを説明し、「市民総参加と
協働」のもと、多くの市民が参画できるよう取り組みを進める。

小規模集落・里のくらし支援事業 4000千 円
■ 中山間地域など条件不利地域の小規模集落(65歳以上の人口が50%以上の自治区)
での生活を守り、集落の存続や活性化を図る。
地域住民や、NPO、 各種団体等の様々な主体が、集落の維持や活性化につながる長
期に機能する取組を行う場合に、対象経費の4/5(限度額80万円)を補助する。

大分市誕生100年市民企画実施事業 20,000千 円
■ 平成23年4月 l日 の旧大分市市制施行100周年及び、平成25年 3月 10日 の新大分市市
制施行50周年の記念の節目を祝う、様々な事業の一つとして、市民の旺盛な参画意欲
に応えるとともに、創造性豊かな発想を活かし記念事業をさらに盛り上げるため、市民
自ら企画・実施する事業を行う。

大分市土地開発公社清算事業 3.800.000千 円
■ 土地開発公社は、要町駐車場貸付事業の収入により健全経営を確保してきたが、平
成24年度より貸付事業の継続が困難となり、単年度収支が赤字となる見込みである。
そこで、赤字額が累積し債務の解消が困難となる前に公社を解散することにより、債務
保証している市の財政の健全化・安定化を図る。

おおいた夢色音楽プロジェクト 13000千円
■市民に身近な場所でミニコンサートを開催するなど、年間を通じて音楽の溢れるまちを
実現するとともに、団塊の世代をはじめあらゆる世代が参加交流できるイベントとして、
「おおいた夢色音楽祭」を開催する。

【民生費】
高齢者ワンコインバス事業 260,000千 円
■ 70歳以上の高齢者に対し、バス乗車料金の一部を助成することにより、生きがいを持
ち気軽に外出できる環境を作り、自立した健康的な生活や積極的な社会参加を促進す
る。

発達障がい児巡回専門員派遣事業 4.000千 円
■ 発達障がしヽ こ関する知識を有する専門員が、保育所や幼稚園などの子どもやその保

護者が集まる施設を巡回し、施設のスタッフや保護者に対し、発達障がいの早期発見・

早期対応のための助言を行う。

家庭的保育事業 22,799千 円
■ 市が認定した家庭的保育者 (保育ママ)がその居宅において保育に欠ける児童を少人

数 (3人以下)預かり、家庭的な雰囲気の中で保育する。

【衛生費】
妊婦健診助成事業 437.875千 円
■ 妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図るため、母子健康手帳交付時に

妊婦健康診査受診票(14回分と血液検査)を交付する。平成24年度は、クラミジア抗原
検査を追加。

慢性腎臓病対策推進事業 1,157千円
■ 慢性腎臓病や高血圧・糖尿病等の生活習慣病予防の普及啓発を行うとともに、かかり
つけ医と専門医との病診連携システムの構築を図るための事業を実施し、新規人工透

析患者の減少を目指す。

環境にやさしい自動車導入推進事業 10,000千 円

■ 環境負荷の少ない自動車(電気自動車)を購入する市民に対し、経費の一部を助成す

ることにより、一般家庭におけるエコエネルギーの利用促進を図り、もつて市民の省エ

ネルギー対策の促進及び地球温暖化対策を推進する。
補助金額 :電気自動車 200,000円/台
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太陽光発電設備設置補助事業 60,000千 円
■ 地球温暖化対策として、太陽光発電設備の設置を促進することにより、市域内の一般
家庭における温室効果ガスの発生を抑制するとともに、エネルギーの自家生産を促進

する。
補助金額 :30,000円 /kWh(限度額100,000円 /基、600基見込み)

福宗環境センター清掃工場長寿命化事業 835,872 千 円

■ 平成9年度の稼動開始より15年が経過した福宗環境センター清掃工場において、ストッ

クマネジメントの手法導入により効果的・効率的な維持管理を行うため、平成24年度か

ら3ヵ年で基幹的設備の改良事業を実施する。

【農林水産業費】
有害島獣対策事業

【商工費】
企業立地推進事業

■有害鳥獣の駆除を行うとともに、防護輛設置や狩猟免許取得等に対して支援すること
により、増加傾向にある有害鳥獣による農作物への被害や宅地内への侵入などを防
止する。

農業参入企業推進事業

27.979千 円

49800 千 円

577,734千 円

■ 大分市内で農業に参入する企業が行う従業員の新規雇用及び栽培施設等の整備に

要する経費に対し助成を行う。
(雇用促進助成金)新規従業員6名 以上 (正規従業員1名以上を含む)の雇用へ助成

正規従業員:100万円/人 ヨト正規従業員:20万円/人 (限度額1000万円)
(施設等整備事業)栽培施設等の整備に対する補助 (補助率は品日、面積等により異
なる)

■ 本市における企業立地を促進し、産業の振興及び雇用機会の拡大を図る。
・対象 :製造業、情報サービス業、大分流通業務団地へ立地する企業等で要件を満た

すもの
・助成金額 :設備投資額の5%以内の額 (限度額5億円)、 新規雇用従業員数×50万円
(限度額 1億円)合計限度額5億円 (単年度交付額は2億円を限度)

森林セラピー魅力創出事業 22.240千 円
■ 森林を活用した健康づくり等に関心のある市民及び観光客を対象に、森林セラピープ
ログラムの実施により森林の持つ癒し効果を体験できる機会を提供するとともに、トレ

イルランニング大会を開催し、森林セラピーを活用した新たな観光資源の開発及び情

報発信をする。
平成24年度は森林セラピーロードヘの案内板設置等のほか、貴重な観光資源である

高崎山の南登山口へのアクセスロード等の周辺環境整備を実施する。

商都復活支援事業 73.813千 円

■ 大分市中心市街地商都復活支援事業区域において、中心市街地の活性化を図ること

を目的に、当該区域で事業を実施する商店街団体や事業者に対し、補助金を交付す
る。
出店時の改装費や月額家賃の補助、イベント開催に係る費用の補助等。

【土木費】
下白木・田ノ浦海岸線桜並木風景街道整備事業               45,000千 円

■ 下白木から田ノ浦ビーチまでの山側約1 6キロメートル区間の旧国道敷地等を活用し
て、平成23年度と平成24年度の2箇年で約300本の桜を植栽し、多くの市民はもとより

観光客にも楽しんでいただける桜並木の整備を図る。

大分駅南土地区画整理事業 2681260千 円
■ 大分駅の高架事業と併せて道路網の再編を行い、鉄道の高架化に伴う」R操車場跡地
等を活用することにより、良好な市街地環境を持つ地区の創出を図る。
施行面積 49 6ha  都市計画道路9路線 延長 3.825m
南北駅前広場 24104ボ 区画道路・歩行者道路 延長 6.233m

ホルトホール大分整備事業 9,893791千 円
■ 市民ホール、市民図書館、総合社会福祉保健センター等の複合施設を建設整備する。

供用開始予定 平成25年 7月  敷地面積 :8,97061ポ  延床面積 約36.500ボ
【24年度計画概要】
施設建設、施設引渡し
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ふれあい交通運行事業                         30.000千 円
■ 交通不便地域において、平成16年度から運行してきた「ふれあいタクシー」と平成22年

度から実証実験を進めてきた「新コミュニティ交通」を統合して、生活や交通の拠点バス

停 (最寄のパス停)までの乗合タクシーを16ルートで運行 (1回乗車200円、行きは2名以
上の乗車で運行、週最大6便「乗車数多数ルーHま9便 Jを上限)する。

敷戸南住宅建設事業                          753,062千 円
■ 耐震改修が必要な敷戸南住宅の3棟を建替え、居住者の安全の確保を図る。
供用開始予定 70戸 平成25年 3月

(仮称)佐賀関住宅建設事業 35,945千円
■ 佐賀関地区において老朽化や塩害による腐食等が進んだ市営住宅の集約建替えを
行う。
供用開始予定 66戸 平成27年 1月

【消防費】
全市一斉防災訓練 10000千円
■ 東日本大震災を教訓とし、住民総参加による初動体制を中心とした避難訓練等を実施
するとともに、地域住民、行政及び防災関係機関との連携を強化し、防災体制の確立
と住民一人ひとりの防災意識の高揚を図る。
開催予定日:平成25年3月 10日 (日 )

情報伝達設備整備事業 15,000千円
■ 東南海・南海地震が発生した場合、市内で最初に津波が到達すると想定される佐賀関
地区の豊後水道沿岸部を対象に情報伝達設備を整備することにより、地域住民に対し
て速やかに避難情報を伝え、迅速な避難行動に結びつける。

シンボルロード内飲料水兼用耐震性貯水槽等整備事業 123,100千 円
■大規模地震に備え、シンボルロード内に飲料水兼用耐震性貯水槽を設置することによ
り、1万人が3日 間必要な水を確保するとともに、併せて防災倉庫、マンホールトイレ等
を整備し、ホルトホール大分とシンボルロードを一体とした防災拠点として利用する。

消防局庁舎増築事業
■現庁舎の北側に新たな庁舎を増築し、一層の消防体制の機能充実を図る。

【教育費】
1ヽ・中学校校舎等耐震化推進事業

2500千 円

50500千 円
■ 平成17年度までに実施した耐震診断の結果、構造耐震指標(L値 )が基準値を下回る
棟から計画的に耐震化を図る。

南大分小学校施設整備事業 1,270,000千 円
■ 校舎の耐震診断結果や耐用年数、児童数の推移等を総合的に勘案し、校舎・屋内運
動場・プール等、全面的な改築を行うことで、施設の機能充実と教育環境の整備・充実
を図る。
建築概要 :校舎棟面積 6,739ボ RC造4階建て
屋内運動場棟面積 1,026市 供用開始 :平成24年度

春日町小学校北校舎改築事業 208000千 円
■ 校合の耐震診断結果や耐用年数、児童数の推移、校舎全体の状態等を総合的に勘案
し、校舎の改築を行うことで、教育環境の整備・充実を図る。
校舎建築概要(予定)面積 約3.104パ  RC造 4階建て 供用開始 :平成25年度

大友氏遺跡保存整備事業 684,034千 円
■ 大友氏館跡と旧万寿寺地区からなる大友氏遺跡は、わが国の中世を代表する貴重な
歴史遺産であり、海外との広い繋がりを示す貴重な史跡として評価されていることか
ら、発掘調査による資料収集や史跡の保存・整備を行うことにより遺跡を活かしたまち
づくりをすすめていく。
「大友氏館跡」推定範囲46.000ポ (指定率6956%)
「旧万寿寺地区」推定範囲79,000耐 (指定率5822%)

【公債費】
住民参加型市場公募地方債発行事業 6.972千 円
■ ホルトホール大分建設に係る地方債の一部(10億円)を住民参カロ型市場公募地方債と

して発行し、新たな資金調達手法を確立するとともに、市民のまちづくりへの参加意識
の醸成を図る。

- 38 -



平成24年度当初予算 【NE× TlOO年創造予算】のポイン ト
予 算 規 棋 等

平成24年度は 市税の減収が見込まれる中、扶助費等の社会保障関係費を含む経常|1経費は高水準て推移しており 依然
として厳しい財政状況にあります。このため引き続き分IE型 予■制度に取り||む 中 徹底したコスト意mのもと選択と集中により
効率的 効果的な予算嬌成に

'め
ました.

特に 新年度が次の百年に向けたスタートを切る節目の年となることから 11来のまちづくりを見据える中で「防災対策J「中心
市街地のまちづくりJ「 大友宗口Jを■点項目と位置づけて綱成を行い 一般奎ttは過去最大の予

'規
模となりました。

なお ブライマリーバランスは ホルトホール大分整備●彙債を約01億円 土地|1発 公社解散に伴う第ニセクター等改革推遺
債を381●円発行することなどから赤字を見込んでおります.

施

0在宅老人支援事業               48045
●障がtヽ児通所支援事業           538037
0新 地城活動支援センターlll型移行時運営安定化●彙,338
0障がい者福祉籠餃整In,彙           190704
●睾鷹的保青事業                22,99
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,15'
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,0000
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45∞
69∞
25∞
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'0002000
000
49800
27079
5320
22240
00∞
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020000
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304JI●

,0 0oo

45¨
5 0Xl

,53002
35945
20350

4環境の保全

6都市基盤の整備

●児菫青咸クラブ●業

01家 庭のII創 生事業
01慣 性腎腱病対策推進事業

●
'太
陽光発電設備設置|1助 ●業

●納骨堂等薇合施設建設●業

●
"暮
地管理システム80発 事業

● I.● ネ施設整備In助 ●彙● ,大分市 Jヽ児夜間急患センター道管支撮事彙   35822
0,小 規模魚落 里のくらし支援●彙        40∞

2教 育・文化の振興
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23'00
2500
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"2 9Xl
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●枷 (仮称 )教育センター整備事業
●あいさつOrTA+,運動推進事業
●稼店の 日推進●彙
●

“

合型地域スボーツクラブ事業

●瞳上腱技場施設整備事業

0,全 国高年学校総合体青大会開催事業
●
'R浜
市学校交流事業

●野

'原
地区晨水対策事業

●佐贅関馬場地区浸水対策●彙

● ■

'H防
局庁舎増葉事業

● ヤ消防局野津原出張所移転建設事業

●

0情 報伝達設備整備事業
0防 災II報メール配{8'彙

(4波通ltll所 選熾ビル指定0)
●防災士養成●彙      1
● 自主防災IE綸 強化事業

0● 全市―斉防災釧線

貯水40等 整備事業    120
0小 中学校牧舎等百i晨

`ヒ

推通事業

●"摯
波ハザードマップ作成●彙

●,波対策事業       33'7

●シンホル0-ド内飲‖水兼用面1晨性

′ ;ヽ{|」 J11,1
全国防災対策■関連

940百 万円
● Jヽ 中学狡校●●耐菫
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0,"防 傲急ll鰊 デジタル化薔●●彙 20,625
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●人分駅付近連続ユ体交差●葉

●大分IR南公共団体区●I甍理事業
2681260

0関 連衝路事業      2,8511
0ホルトホール大分整備事彙9803791
●大分都心商北軸トータルデザイン

設It事 業         26166
0'北 口IR前 広場□遺 10号 交■点
平面積断検肛事業     ,4001
●

“

都心南北軸整In関 連タクシー待機
システム基本設計事業    3000
0“大手公園■輸場整備事業  5000
0商都復活支援事業     53420

●大友氏遺跡公有化●葉  64222,

大友民館跡整備基本輌想

策定事彙         45':

15026

府内南壼臓座

"饉
●彙  2α

"大友宗●口1読本作成●彙  8∞
大友宗麟プロモーション●彙 325

など 行 政 改 革 へ の 取 り 組 み

「行政改革推進プランJに基づいて事業の見直し等を行い、10億2.600万 円の財源を総出しました。

●綸与のロエ化          522百 万円       0,政 事嘉0効率化、事
"事
彙の菫■合理4し ,02百万円

轟員格与4%5● 6カットや時間外勤務手当の鮨滅など      行政諄価制度の活用 各■In助金等の■亡し
●ネ書●47方式の■●し     340百 万円       0そ の他                 59百 万円
綸金田理業務議員配置き■の見直しこよる嗜員藪の11滅など   市民いこいの家rやすらぎJの廃上など

り
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きヽつO]TA+lE勁推進事業

●ご近所の意力再生●彙

0地城まちづくり活性 {ヒ事業
●あなたが支える市民活動応操

事業
●おおいた地域伝続文化応撮事業
●預張る集藩たすくる隊事業

●大分市 、ヽるさとづくり運動推進

、■業         などノ

0“ 全市一斉防災訓練
●11,波ハザードマップ作成

●ホームタウン推進
0ホームタウン市民



みんなで築こう 人権の世紀
(サプテーマ)
～ 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 ～

平成 24年度法務省啓発活動目標


